
十
月
十
一
日
、
金
木
農
協
一
 
当
町
の
一
等
米
比
率
が
八
十
六

号
倉
庫
で
今
年
産
米
の
初
検
査
 
％
（
一
万
六
百
八
俵
）
と
目
標

が
行
わ
れ
、
農
家
の
人
た
ち
も
 
に
向
っ
て
着
実
に
前
進
中
だ
。
 

大
勢
詰
め
掛
け
検
査
官
の
一
挙
 
し

か
し
、
安
心
す
る
の
は
ま

一
動
と
“
一
等
米
〈
に見
入
っ
た
。
だ
早
い
。
町
の
予
約
限
度
数
量

初
検
査
で
は
二
百
九
十
九
俵
 
十
四
万
俵
の
う
ち
、
わ
ず
か
九

オ
ー
ル
ー
等
と
幸
先
よ
い
ス
タ
 
％
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
 

ー
ト
を
切
り
、
ト
四
日
現
在
、
 
あ
る
9
こ
三
等
米
の
ほ
と
ん
ど
 

は
、
過
乾
燥
に
よ
る
胴
割
米
や

調
整
不
良
の
米
で
あ
り
、
今
後

増
加
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
 

急
激
な
機
械
乾
燥
を
や
め
、
 

水
分
十
五
・
五％
、整
粒
歩
合
七

十
五
％
以
上
を
確
保
、
“
一
等
米

八
十
％
〉
を
達
成
し
、
町
の
米

を
三
類
米
に
格
L
げ
し
よ
う
。
 

よ
 

80％を 
よう, 

企 画 室 

んー、一去 No. 210 
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昭和58年10月号 

主
な

内

容
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編
 

人 口 14,412人 

男 6,926人 

女 7,486人 

世帯数 3,886世帯 
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乙
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9月30日現在 	前月比 人
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と
世
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昭和57年度決算報告 

南中ブラバン 3年連続金賞に輝く

朝野球表彰式 

みんなで参加しましょう文化祭＆産業まつり 	P8 
老人福祉大会で長寿者を顕彰 	 P9 

戸籍の窓 	 p9 

お知らせ 	 plo 



61,511円 ◆中学校児童 1人当たりに使った教育費 

固
定
資
産
税
 
ニ
〇

一
、八
七

一
一
 

44.7% 

三
一
、七
ニ
三
 

繰
越
金
 

三
〇
、〇
〇
〇
 \

  

そ
の
他
 

三
七
、〇
六
七
 

\
 

（単位】千円） 

地
方
交

付
税
 

「
、一
一
六
九
、O
四
四
 

晋
 

％
一
 

町
民
党
 
六
九
、

一
一
九四
 

税
 

四
五
一
、
六

一
「
一
 

第
百
五
回
町
議
会
定
例
会
で
、
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
決
算
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
は
青
写

真
に
す
ぎ
な
い
の
に
比
べ
、
決

算
は
、
 一
年
問
と
い
う
長
い
コ
 

ー
ス
を
走
っ
て
き
た
町
づ
く
り

の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国

な
ど
か
ら
入
っ
た
お
金
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

地
方
譲
与
税

四
三
、
五
四
一
一
 

諸
収
入
 

三
六
、六
四
四
 

・

、
 

 
％

分
担
金
及
び

一
 2
 

負
担
金
一
 
ー
 

町
の
収
入
を
見
て
み
ま
し
よ

う
。
 

四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
の

が
地
方
交
付
税
で
す
。
地
方
交

付
税
と
は
、
国
が
国
税
の
一
定

割
合
を
地
方
公
共
団
体
の
財
政

事
情
に
よ
っ
て
配
分
し
、
必
要

な
財
源
を
確
保
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
す
。
 

次
に
多
い
の
が
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
で
、
 

四
億
五
、
一
」
ハ
ー
ー

万
円
、全
体
の

十
六
・
．.
.
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
 
 町

が
事
業
を
行
う
場
合
、
国
や

県
が
負
担
金
や
補
助
金
の
名
目

で
事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
、
全
体
の
十
四
・
八
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
 

そ
の
他
で
多
い
の
が
町
債
で

す
。
町
債
と
は
、
町
が
事
業
を

す
る
た
め
の
財
源
訓
達
に
 
「借

金
」
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ぱ

昨
年
、
第
四
保
育
所
を
改
築
し

ま
し
た
が
、
事
業
費
約
七
千
万

円
の
う
ち
，
国
の
負
担
が
約
三

千
百
万
円
、
県
の
負
担
が
約
］
 

千
二
百
万
円
で
残
り
の
二
千
七
 
 

百
万
円
が
町
の

負
担
で
す
が
町
 

、
 

で
は
財
源
が
少

な
い
の
で
、
 一

千
百
万
円
だ
け

を
皆
さ
ん
の
納

め
た
税
金
等
か

ら
負
担
し
残
り
 

の
一
千
六
百
万
円
は
町
債
、
す
 

な
わ
ち
借
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

第
四
保
育
所
 

金木だよ‘) (2) 

地
方
交
付
税
が
4
6%
 

\
  

県
支
出
金
 

一
四
八
、
ニ
五
一
 

\
 

家計簿 
の使いみち 

\
 

\
 

町
 
債
 
三

O
一
、九
〇
〇
 

国
庫
支
出

金
一
一
五
九
、
一
一
七
六
 

繰
入
金
 

\
  

一
〇
〇
、
六
ニ

一
 \

 

使
用
料
及
び
手
数
料

四
八
、
ニ
七

一
 

\ \  
\\ \

\ \  

%v二I色＼一と竺」ト＼」巴色＼三ど竺又 9・4% × 10・9%＼旦竺 1.3% 

下ここ×＼ 、＼＼ 	
、 

N 6.7% 	I 

孟鷲 	
ア＼ 	留 

町たばこ曹禦J 税 

町民 1 人当たりの 

税負担 

31,043円 

(
 



25.8% 

/ 

19.6% 

29.0% 

18.3% 

教
育
費
 

七 

五 

10.0% 

次
に
町
の
収
久
が
ど
の
よ
う

な
性
質
に
使
わ
れ
た
か
を
説
明

し
ま
す
。（
詳細
は
次
頁
参
照
）
 

職
員
給
料
な
ど
に
使
わ
れ
た

人
件
費
が
一
番
多
く
、七
億
三
、
 

一
二
四
万円
（
二
十
九
％
)
.
 

次
が
、
町
道
整
備
や
建
物
の
建

設
な
ど
に
使
われ
た
投
資
的
経

費
で
、
六
億
五
、ニ
七
二
万
円
（
 

/
 

泌

監
詳

ハ
九
 

/
 二

十
五

・八
％
）
と
な
って
お
り
、
 

町
の
景
気
回
復
の
一
助
にな
っ

て
い
ま
す
。三
番
口
が
、消
防

半
務
組
合
や金
木
病
院
の
負
担

金
．
農
家
へ
の
補
助
金
な
ど
の

補
助
的
経
費
で
．四
億
六
、三
八

七
万
円
（
十
八ニ
ニ％
、
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
他
と
し
て
は
、
 

公
債
費
ニ
億
三
、
ニ
七
ニ
万
円

九
ニ
一
％）
、物
件
費
ニ
億
一
、〇
 

ニ
四
万
円
（
八
・三
％
)，扶
助
的
 

経
費
一
億五
、四
八
七
万
円
（
六・

 

.
%
）
な
ど
が主
な
も
の
で
す
。
 

完
全雑

盆

挙
 

ゲr
」
 

和57年度決算報告 

柔I 車， 4ニ cr IUT cr 

25億2,927万円 

/ / 

農
林
水
産
業
費
二

ー
ハ

四
 
二八
九
」
 

11.7% 

/ 	// 	/Z- // / /  

補
助
的

経
費
 
四

六
三
、
八
七

七
 

町民 1 人当たりに
使ったお金 

173,857円 

/
 / 

（単位】千円） 

歳 
出 

74,242円 ◆小学校児童 1人当たりに使った教育費 

//  

衛
生
費
 
ニ
九

五
、
八
三
七
 

公
債
費
 
二
三
二
、
九
〇
四
 

／
ソ
 

議
会
費
 

六
四
、九
ニ
七
 /

 

消
防
費
 

一
七
六
、五
ニ
八
 

ニそ 
三の 
二他 
ノ、 

八 

諸
支
出
全
 

三
七
、七
九
四
 

/
 

商
工
費
 

五
三
、四
ニ
ハ
 

人
件
費
が
ト
ッ

プ
に
 

2.6% 	レ 9.2%/ 7.0%/ 
// / 

投
資
的
経
費
 
六
五
ニ
、七
ニ
九
 

人
 
件
 
費
 
七

三
二
、
ニ
四

一
 

総
 

務
 
費
 

三
ニ
七
、
九
四

」
 

物
件
費

一
一
一
〇
、二
四
〇
 

8.3% 

公
債
費

一
一
三
一
一
、
七
二
五
 

9.2% 

土

木
費
 

三
〇

三
、
九

一
一
一
 

翌些三元ョ.09レ12'0%/nフ％ /1( 12.0% 

扶
助
的

経
費
 

「
五
四
、
八
七

五
 

6.1% 

民
 
生
 
費
 

四
九

五
、
八
ー
ハ三
 

《
 

一
一
 



内訳（単位千円） 

教 育 費 

通学費補助 	  1,152 通学費補助 

学用品補助 	  2,119 
修学旅行補助 	 2,229 
金小校庭通路舗装 	 I ,700 
金小土留工リ‘ 	 2,300 
川小プール改修工事  	1,190 
川小体育館暖房設備工事… 1,520 
嘉小擁壁工事 	 1,400 
嘉小水道管補修工事 	 1,580 

喜小グランド整備工事 	 1,540 
南中テニスコート整地工事 2,880 
南“リリ地購入 	17,282 
中体連選手派遣費補助金… 2,948 
給食費補助金 	 3,448 
芦野グランド排水工事 	2,880 
嘉瀬スキー場ジャンプ台補修工事 

1,300 

予防接種費用 	 3,237 
成人病検診費川 	 3,972 
芦野霊園墓石工事 	 1,400 
ごみ収集処理費用 	・52,194 
墓地公園川地購入 	・29,470 
金木病院負担金 	67,953 
水道事業繰出金 	 102,764 
老人保健特別会計繰出金… 1,638 
結核検診費用 	 1,582 

グ、 

予防接種費用 

成人病検診費川 

国民健康保険事業 

歳 入 782,304,078F1 

国庫支出金 515,634,598円 65.9% 

国民健康保険税 209,699,320円 26.8% 

繰 越 金 51 ,646,035円 6.6% 

そ の 他 5,324,125円 0.7% 

759,907,820F1 歳 出 

保険給付金 713 ,272 ,029円 93.9% 

総 務 費 29 ,222 ,148円 3.8% 

老人保健拠出費 17 ,380 ,296円 2.3% 

そ の 他 33 ,347円 0% 

1 世帯当たりが納めた保険税 81 ,913円 

1 世帯当たりに使った国保事業費 296 ,839円 

水 道 事 業 

雌器x. 	202,411,8(iiU1   190,715,2器 	1世帯当たりが納めた水器 .743円 

（器農金 	3i然器 1世帯当たりに使った事蓄誉73円 

老人保健事業 

歳人 	 34,538円 	1人当たりの医療費（58年2月分） 

歳出 	 ‘33,235円 	 34,157円 

特
別
会
計
決
算
 

児童館入館児童 1 人当たりが納めたお金 	42,000円 使ったお金 	311,000円 



(5） 金木だ よ‘J 

目的別歳出の 

総 務 費 

金木だより編集費用 金木だより編集費用 	 2,851 

交通安全対策事業 	 5,990 

県知事選挙費 	  2,265 

町長選挙費 	  3,353 

消 防 費 

津軽北部消防り務組合負担金 

133,998 

消防庁舎新築工りi費・・・…・22,190 

消防ボンプ自動軍購入 	 6,470 
防災バトロールill.購入…・ 1,127 

消火栓設置工事負担金 	 1,030 

民 生 費 

街灯新設修理及び電気料・一17,跳‘ 

金木町社会福祉協議会補助 2,973 

老人及び身障片京庭拳仕員派遺 

4,350 

老人クラブ補助金 	 2,105 

津軽北部老人福祉事務組合負担金 

7,084 

沢部保健福祉館増築工事・・・ 2,250 

嘉瀬老人福祉センター建設 36,970 

嘉瀬老人福祉センター用地購入 

3,532 

第四保育所改築工りi 	 69,830 

商 工 費 

金木町商工会助成金 金木町商工会助成金 	 2,000 

県信用保証協会出資金 15,000 

芦野公闘遊歩道工事 	 1,480 

動物園管理棟新築工事 	 5,950 
公衆便所新築工事 	 5,980 

さくらまつり助成金 	 2,500 

夏まつり助成金 	 1,785 

農林水産業費 

県営かんがい排水小業補助 4,877 

災害経営資金利子補給金 "25,067 

水稲育苗用ビニールハウス補助 

1,030 

金木地区養豚協議会助成金 1,200 

転作推進指導車購人費 	 1,389 
転作実践集団育成事業補助 2,190 

転作特定作物振興対策補助 6,742 

転作中核集団育成対策事業費補助 

4,655 

大規模転作営農団地育成モデル事 

業補助 11,469 

転作連合会述営リ‘業補助… 1,148 

転作特別対策事業補助 	 6,636 
農免農道整備促進 	 11,397 

広域農道整備促進 	 28,424 

嘉瀬林道開設工事 	 14,080 

問伐事業賃金 	  1,875 

公有林整備賃金 	 3,500 

土 木 費 

町道敷砂利代  	2,311 
大東ケ丘線特改四極  	・41.670 

大東ケ丘線舗装  	5,130 
岩木川堤防除草委託料  	1,783 
町営住宅建設  	77,540 
町営住宅用地購入  	9,184 
町道舗装補修  	6,970 
神明町 2線舗装  	5,489 
双葉町線舗装  	3,040 
更生部落 1線舗装  	1,896 
Iリ倉 2線側溝整備  	1,720 
川倉 5線舗装  	3,7幼 

更生部落3.4線舗装  	2,760 
藤枝8線側溝整備  	1,980 
派立1線舗装  	】.020 

後町 1線側溝整備  	1,150 
若松町1.8線舗装  	3,200 
金木高校線側溝整備  	1,990 
刺町6.8線舗装  	1,650 
若松町 9線舗装  	1,720 
昭和町 2線側溝整備  	1,550 
開拓1線側溝整備  	3.100 
新町 6線舗装  	2,380 
金木高校線側溝整備  	1,370 
芦野町1.2線舗装  	2,820 
更生部落11線側溝整備 

昭和町1.2線舗装  	2,760 
蒔田線側溝整備  	4,450 
旧町3線舗装  	1,950 
蒔川線舗装  	1,830 
野崎線側溝整備  	1,700 
軍町 3線舗装  	1,500 
南新町線側溝整備  	3,200 
川倉 5線擁壁工  	3,490 

保育所入所児童 1人当たりが納めたお金 	79.620円 使ったお金 	454,488円 



美佐希 

風 景 

喜良市小 6年 今 

一
 
」
 

"' 	I 壷ニー・‘ ,,.&i 
‘貨 車 

弘前地区大会で演奏する南中生徒 

勇史ン 3年連続金賞 

県吹奏楽コンクール

弘前地区大会 

みんな 、 
の広場 ’ 

え ん そ く 

ぜ一 第二保育所
しらかわ・ともこ 

6歳 

「みんなの広場」一はあなたが
つ＜るページです。話題など
ありましたら企画室まで

ご連絡下さい。 
いつでも取材に同います。 

さ
る
九
月
二
十
五
日
、
町
立
 

連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

第
一
保
育
所

（
藤
田要
造
所
長
 

こ
の
バ
ザ
ー
は
、
 「不
用
品

園
児
百
八
人
）
で
“
バ
ザ

ー
ー
 
を
役

立
て
、
益
金
で
子
供
た
ち

が
開
か
れ
、
約
三
百
人
の
親
子
 
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
」
ー
と
、
同
 

子
供
服
の
品
定
め
を
す
る
人

々
 

用
品
を
役
立
て

よ
う
 

第
一
保
育
所
バ
ザ
ー
大
盛
況
 

保
育
所
母
の
会
 

（
金本
松
子
会

長
）
が
主
催
し

て
開
い
た
も
の

で
す
。
 

会
場
と
な
っ

た
遊
戯
室
に
は

母
の
会
員
や
保

母
さ
ん
ら
が
持

ち
よ
っ
た
新
品

同
様
の
“古
着
一

や
靴
、
コ
ッ
プ

や
皿
の
“
引
出

物
】
な
ど
が
所
 

狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
買
い
求
め

る
人
々
で
ご
っ
た
返
し
、
二
時

問
ほ
ど
で
売
り
切
れ
る
と
い
う

大
盛
況
。
ま
た
保
育
参
観
の
一

環
に
も
と
、
各
保
育
室
で
は
園

児
た
ち
の
作
品
展
が
開
か
れ
、
 

わ
が
子
の
“
力
作
一
に
見
入
る

光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
。
一
方
、
 

に
わ
か
食
堂
も
大
盛
況
。
お
で

ん
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
手
作
り

の
漬
物
や
お
ゃ
つ
な
ど
が
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
売
り
上
げ
は
締
め

て
五
万
円
ナ
リ
。
 「
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
デ
ッ
カ
ク
贈
り
た
い
」
 

と
金
本
会
長
が
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

学校の庭園 
金木小 5年 白 

わたしの好きな花 
川倉小 3年 工 藤 香 織 

一
」
の
ほ
ど
、弘
前
市
で
開
か

れ
た
第
一
．ト
五
回
青
森
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
C
ク
ラ

ス
で
、
金
杢
剛
中
が
見
事
三
年

連
続
金
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。
ま
た
、
さ
る
九
月
十
五
n
 

青
森
市
で
の
県
大
会
で
は
、
出

場
三
年
目
に
し
て
初
め
て
銀
賞

を
受
賞
。
今
後
の
活
蹴
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
 



ロ
反
 
さ
る

九
月
八
日
．
 

明
 

幼
素

防
火
クラ
プ
 

牛
巾
 
制
服
貸
与
式
が
金
木

に
 

消
防
署
で
行
わ
れ
、
 

」
ノ
 
金

木
幼
年
防
火
ク
ラ

一
7
 
プ

（
片岡
八
千
雄
幹

に
 

F
長
）
、
嘉
瀬
少
年

ノ
ー
 
防
火
ク
ラ
プ

（
小山

火
 

内
義
美
幹
事
長
）
の
 

防
 代
表
と
世
話
人
ら
約
 

十
人
が
出
席
。
日

本
消
防
協
会
寄
贈
の
制
服
や
バ

ッ
チ
な
ど
が
貸
与
さ
れ
、
待
望

の
制
服
に
そ
で
を
通
し
た
子
供
 

た
ち
の
顔
に
は
喜
び
の
表
情
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

古
川
町
長
を
囲
ん
で
 

制
服
姿
の
会
員
ら
 

[
 

弘
之
 
古
川
徳
篤
 
田
中
英
三

成
田
勝
幸
 
米
谷
広
明
 
白
川

滑
 
鎌
田
孝
人
 
小
野
武
則

白
川
幸
蔵
 
小
泉
秀
貴
 
今
昭

雄
 
伊
藤
晃
 
▼
ホ

ー
ム
ラ
ン

賞
 
桑
田
不
二
治
 
m
中
弘
之

一
・国
努
 
外
崎
俊
充
 
吉
田
隆
 

行
 
吉
崎
功
（
三
本
）
▼
三
塁

打
賞
 
角
川
光

（
五
本）
マ
ー
ー
 

塁
打
賞
 
工
藤
義
誠

（
六
本）
 

▼
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
賞

桑
田
稔
 
▼
最
多
勝
利
投
手
賞

棟
方
昭
則

（
十
一勝
）
 

町
立
第
三
保
育
所

（
沢田
国

春
所
長
I
園
児
八
十
五
人
）
で

さ
る
九
月
二
十
日
、
交
通
安
全

バ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
 

出
発
点
の
嘉
瀬
農
協
前
で
鼓

笛
隊
が
マ
ー
チ
を
披
露
し
た
後
 

「急
に
飛
び
出
し
ま
せ
ん
」
な

ど
と
書
か
れ
た
ノ
ボ
リ
を
先
頭

に
町
内
を
パ
レ
ー
ド
。
安
全
運

転
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

原
田
で
ん
き
醐
ド
刀
臣
券

睡
町
肺
七
醸
）
が
初
優
勝
 

朝
野
球
表
彰
式
 

園
児
が
安
全
パ
レ
ー
ド
 

第
三
保
育
所
 

、“ 	五 ノ,、 ノこ ‘、 ’1 

南
中
ソ
フ
ト
2
連
勝
 

北
五
中
体
連
新
人
戦
 

ゴ
ッ
ト
マ
ー
ズ
が
初
V
 

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
も
閉
幕
 

さ
る
九
月
二
十
七
日
、
二
十

八
日
の
二
日
間
五
所
川
原
市
な

ど
で
北
五
中
学
校
体
育
大
会
新

人
戦
が
開
か
れ
参
加
し
た
金
木

中
、
金
木
南
中
の
選
手
は
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
各
種
目

に
健
闘
し
ま
し
た
。
 

特
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
 

と
も
に
大
差
で
勝
ち
進
ん
で
き

た
金
木
中
と
金
木
南
中
が
決
勝

で
対
戦
。
白
熱
し
た
好
ゲ

ー
ム

を
展
開
し
ま
し
た
が
 
勢
い
に

勝
る
金
木
南
中
が
初
回
の
得
点
 
 

を
守
り
き
り
、
三
対
O
の
ス
コ

ア
ー
で
二
年
連
続
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

，
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
①
金
木

南
中
 
②
金
木
中
 
▼
軟
式
庭

球
〔
女
子
団
体
〕
③
金
木
中

金
木
南
中
 
▼
柔
道

〔A
チ

ー
 

ム
〕
②
金
木
中
 
〔
B
チ

ー
ム
〕
 

②
金
木
中
 
▼
卓
球

〔男
子
団

体
〕
②
金
木
中
〔
女
子
団
体
〕
 

③
金
木
南
中
 
▼
剣
道

〔
女
子

団
体
〕
②
金
木
中
 

一
 
？.

 

,

/
 

第
十
ニ
回
金
木
町
朝
野
球
選

手
権
大
会
の
表
彰
式
が
さ
る
十

月
七
日
、
町
中
央
公
民
館
に
古

川
竹
夫
町
長
（
町
朝
野
球
協
会

長
）
を
始
め
参
加
二
十
ニ
チ
ー
 

ム
か
ら
百
三
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
、
優
秀
チ
ー
ム
ゃ
選
手

を
表
彰
し
て
四
か
月
間
に
わ
た

る
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

廿
 
A
級
 
I
 

①
原
田
で
ん
き
 
②
金
木
町

役
場
 
男
寿
し
ク
ラ
プ
 
●
優

秀
選
手
賞
 
藤
森
広
 
工
藤
文
 
 久

 
野
宮
誠
 
近
村
明
彦
 
中

谷
好
隆
 
原
田
満
 
共
田
野
義

中
村
俊
一
 
▼
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

前
川
晃

（
六本
）
●
三
塁
打
賞

工
藤
文
久

（四
本
）
▼
ニ
塁
打

賞
 
今
弘
晃
（
五
本
）
▼
ノ
ー
 

ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
賞
 
藤
森
広
 

●

最
多
勝
利
投
手
賞
 
藤
森
広
 

m
中
馨
（
九
勝
）
 

ー
 
B
級
 
‘
 

①
小
由

川
土
地
改
良
区
 
②

ア
ポ
ロ
吉
崎
 
③
金
木
愛
球
会

下
山
白
動
車
 
▼
優
秀
選
手
賞

須
崎
正
輝
 
中
谷
弘
通
 
田
中
 

八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
七
月

か
ら
熟
戦
を
繰
り
広
げ
て
き
た

第
二
回
金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
は
、
さ
る
十
月
二
日

の
試
合
で
全
日
程
を
終
了
。
成

績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

①
ゴ
ッ
ト
マ
ー
ズ
 
②
喜
良

市
ク
ラ
プ
 
③
ラ
ッ
ツ
＆
ス
タ
 

ー
 
▼
最
優
秀
選
手
賞
 
鎌
田
 
 高

子
 
西
村
司
 
▼
優
秀
選
手

賞
 
赤
石
ま
ゆ
み
 
西
村
浩
美

前
田
美
恵
子
 
工
藤
光
弘
 
原

田
幸
子
 
今
和
彦
 
小
野
元
靖

小
松
久
 
▼
敢
闘
賞
 
山
中
英

香
子
 
大
橋
知
 
秋
元
ゆ
か
り

白
川
恵
久
子
 
前
田
康
子
 
田

中
恵
美
子
 
藤
谷
重
彦
 
佐
藤

公
子
 

2 年続けて優勝杯を手に喜ぷ南中チームの面々 



金木だよ り (8) 

みんなで出かけようノ 

11月2日～4日 町民文化祭・産業まつり 

ー
 
せ
ん
き
ょ
の
知
識
 ⑩
 

文
書
図
画
の
掲
示
 

選
挙
運
動
の
た
め
に
、
掲
示

で
き
る
文
書
図
画
は
次
の
も
の

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

m
選
挙
事
務
所
を
表
示
す
る
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
立
札
、
ち
ょ
う

ち
ん
及
び
看
板
 

記
載
内
容
は
選
挙
事
務
所
を

表
わ
す
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら

ず
、
掲
示
で
き
る
数
は
事
務
所

ご
と
に
三
個
以
内

（
ち
ょう
ち

ん
は

一
個
）
に
限
ら
れ

て
い
ま

す
。
 

②
選
挙
運
動
用
自
動
車
に
取
り

付
け
て
使
用
す
る
ポ
ス
タ

ー
・

立
札
・
ち
ょ

う
ち
ん
及
び
看
板

ち
ょ
う
ち
ん
が

一
個
の
外
は

数
や
記
載
内
容
に
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。
 

⑧
候
補
者
が
使
用
す
る
た
す
き

胸
章
及
び
腕
章
 

候
補
者
が
着
用
し
て
使
用
す

る
限
り
は
数

‘
規
格
・
記
載
内

容
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

印
個
人
演
説
会
場
に
お
い

て
演

説
会
の
開
催
中
使
用
す
る
ポ
ス

タ
ー
・
立
札

・
ち
ょ
う
ち
ん
及

び
看
板
 

演
説
会
場
の
内
部
は
ち
ょ
う
 

ち
ん

一
個
の
外
は
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
会
場
外
で
は

例
え
ば
町
の
選
挙
の
場
合
、
ポ

ス
タ

ー
・
立
札

・
看
板
を
二
個

以
内
し
か
掲
示
で
き
ず
、
ち
ょ

う
ち
ん
も
会
場
の
内
部
か
外
部

に

一
個
し
か
掲
示
で
き
ま
せ
ん

⑤
個
人
演
説
会
告
知
用
ポ
ス
タ
 

衆
、
参
議
院
議
員
（
選
挙
区
）
 

及
び
知
事
の
選
挙
に
限
り
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
に
掲
示
で
き
ま

す
。
記
載
内
容
は
演
説
会
を
告

知
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

⑥
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ

ー
 

選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
は
政

策
の
宣
伝
や
投
票
の
依
頼
等
広

く
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
で

き
ま
す
。
 

金
木
町
で
は
→
国
・
県
・
町

の
選
挙
（
農
業
委
員
選
挙
を
除

く
）
に
お

い
て
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
の
外
に
は
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

以
前
の
よ
う
に
倉
庫
や
塀
に
ポ

ス
タ
ー
が
は
ら
れ
て
い
た
ら
、
 

す
べ
て
違
反
と
な
り
ま
す
。
 

第

9
回
町
民
文
化
祭
と

第

3
回
産
業

ま
つ

り
が
、

1
1月
2
日
か
ら

4
日
ま
で

町
中
央

公
民
館
と
農

業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン

タ
ー
を
会
場
に

開
催
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
作
品
や

農
林
産
物
な
ど
が

展
示
さ
れ

る
ほ
か
、
名
物
の
豚
レ

ー
 

ス
、
り
ん
ご

品
種
当
て
競

技
な
ど

も
あ
り
賞
品
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
 

“じ
っ

ち
ゃ
も
ば
っ

ち
ゃ
も
与
と
っ

ち
ゃ

も
か
っ
ち
ゃ
も
与
わ
げ

も
の
も
め

ら
は
ん
ど
も

《
そ
し

て
“

わ
ら

は
ん
ど

も
〉
み
ん
な

で
出

か
け
ま
し
ょ

う
。
 

2
日
困
 

o

幼
稚
園
鼓
笛
隊
発
会
 

O
開
会
式
 

o
保
育
所
・
児
童
館
及
び
幼

稚
園
学
芸
発
表
会
 

o

米
質
鑑
定
競
技
会
 

〇
も
ち
つ
き
大
会
 

3
日
困
祝
 

o

小
中
学
校
学
芸
発
表
会

〇
町
民
芸
能
発
表
会
 

o

将
棋

・
囲
碁
大
会
 

O
う
さ
ぎ
展
示
会
 

o

肉
牛
展
示
会
 

o

乳
牛
展
示
会
 

O
ポ

ニ
ー
・
馬
展
示
会
 

o

仔
豚
大
レ

ー
ス
 

o

生
活
改
善
技
術
伝
達
交
換
会
 

4
日
国
 

o

民
謡

・
手
踊
り
大
会
 

o

表
彰
式
 

2
日
5
4
日
 

o

幼
児
及
び
小
中
学
校
児
童

生
徒
の
作
品
展
示
 

o

高
校

・
金
木
文
化
専
門
学

校
生
徒
の
作
品
展
示
 
 

o

食
堂
・
売
店
の
開
設
 

o

お
茶
会
 

O
農
林
産
物
各
種
品
評
会
 

O
特
産
品
展
示
即
売
会
 

O
ポ
ン
菓
子
実
演
 

o
H
常
食

コ
ン
ク
ー
ル
 

〇
り
ん
ご
品
種
当
て
ク
イ
ズ
 

o

り
ん
ご

・
野
菜
販
売
 

O
良
質
米
展
示
会
 

◆
一
般
作
品
 

絵
画
、
書
道
、
手
芸
、
工
芸

津
軽
だ
こ
、
ワ
ラ
細
工
、
写
真

生
花
、
盆
栽
、
菊
、
そ
の
他

◆
芸
能
発
表
 

踊
り
、
三
味
線
、
琴
、
ビ
ア

ノ
（
成
人
）
、そ
の
他
の
器
楽
演

奏
 
そ
の
他
 

個
人
、
団
体
を
問
い
ま
せ
ん

◆
将
棋
大
会
 

少
年
の
部
、
 一
般
の
部

◆
囲
碁
大
会
 

一
般
の
部
 

◆
 
参
加
希
望
者
は

二
十
九
ロ

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
ど
う

ぞ
 
③

1
3
5
8
1
 

◆
農
林
産
物
 

玄
米
一
・
五均
、
り
ん
ご
五

町
ぷ
ど
う
二
ぬ
、
大
根
三
本
、
長

い
も
三
本
、
じ
ゃ
が
い
も
十
個

人
参
五
本
、
キ
ャ
ベ
ツ
二
個
、
 

ネ
ギ
二
十
本
、
ニ
ン
ニ
ク
〇
・
五
 

』
、
生
食
菊
二
束
、
カ
ボ
チ
ャ

二
個
、
か
ぶ
三
個
、
ナ
ス
〇
・
五

ぬ
、
大
豆

一
句
、
小
豆
一
ぬ
、
 

葉
た
ば
こ
一
束
（
中葉
三
十
枚
）
 

き
の
こ
百

9

（
二
袋）
 

◆
日
常
食
コ
ン
ク

ー
ル
 

朝
百
円
、
昼
百
五
十
円

（
弁

当
で
も
可
）
、晩
二
百
五
十
円
程

度
の
経
費
（
白
給
品
含
む

）
 

出
品
物
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
町
内
名
、
氏
名
、
品
種
等

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則

と
し
て
返
戻
し
ま
せ
ん
が
、
特

に
申
し
出
の
あ
っ
た
方
に
は
お

返
し
し
ま
す
。
 

◆
出
品
申
し
込
み
 

三
十
一
日
正午
ま
で
に
農
協
等
へ

◆
出
品
物
の
搬
入
 

一
日
正
午
ま
で
に
各
農
協
か

集
荷
業
者
へ
、
直
接
会
場
へ
持

参
の
と
き
は
午
後
一
時
ま
で
に
。
 



古
川
町
長
か
ら
顕
彰
を
受
け
る
 

鳴
海
男
治
さ
ん
 

知
識
と
経
験
生
か
そ
う
 

金
木
町
老
人
福
祉
大
会
 

長
寿
者
を
顕
彰
 
戸籍の窓 

愛
 

覧 

昭
浩
）
金

清
隆
）
金

尋
文
）
金

光
柾
）
嘉

勝
信
）
川
 

光
一
）
金
 

孝
志
）
嘉
 
瀬
 

淳

一
）
嘉
 
瀬
 

一
）
藤
 
枝
 

金川 嘉金金金

木倉瀬木木木 

5
5
)
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「社
会
に
生
か
そ
う
知
識
と

経
験
」
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

さ
る
九
月
二
十
二
日
、
町
中
央

公
民
館
で
第
十
五
回
金
木
町
老

人
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
長
い
間
、
町

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄

り
を
顕
彰
し
、
健
康
で
明
る
い

老
後
生
活
を
築
く
た
め
、
町
、
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
老
人

ク
ラ
プ
連
合
会
が
共
催
し
、
毎
 
 年

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
 

大
会
で
は
、
花
田
一
社
協
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
古
川
竹
夫
町

長
ら
の
激
励
の
こ
と
ば
に
続
き

九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
、
八
十

歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
ら
に

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
作
文
発
表
が
行

わ
れ
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
其
田
昌
桂
君
 

（川
倉
小
四
年
）
が
「
ぼ
く
の
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
 

」
を
朗
読
。
日

常
生
活
の
な
か

で
、
祖
父
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
親
し

み
の
気
持
ち
が

こ
め
ら
れ
た
内

容
に
、
会
場
か

ら
は
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は

昼
食
を
は
さ
ん

で
ア
ト
ラ
ク
シ
 

ョ
ン
に
入
り
、
 

九

月
 

お
め
で
と
・
つ
 

竹
内
菜
津
美

（
義
継）
藤
 
枝

山
口
 
貴
史

（
祐
司）
金
 
木

鳴
海
 
大
助
（
‘
剛
）
喜
良
市

鳴
海
 
洋
幸

（
洋二
）
嘉
 
瀬

長
内
千
恵
美

（
政
昭
）
喜
良
市

高
橋
 
勝
己

（
昇

）
喜
良
市

原
田
 
幸
奈
（
築之
進
）
藤
 
枝

徳
田
 
勇
太
（
清
吾
）
金
 
木

木
村
 
悠
衣
（

長
）
嘉
 
瀬

西
村
 
隆
耶

（
謙
市）
喜
良
市
 

民
謡
や
手
踊
り
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

受
賞
は
次
の
通
り
で
す
。
 

▼
県
知
事
顕
彰

（
九十
歳
）
 

I
花
田
き
ね
、
鳴
海
男
治
、
下

山
ち
勢
、
上
森
善
太
郎
、
古
川

と
み
、
今
ヤ
ョ
 
，
県
知
事
表

彰
‘
今
き
ぬ
、
斉
藤
亀
古
 
▼

九
十
歳
以
上
長
寿
者
I
沢
川
き

江
、
大
橋
つ
ね
、
浅
木
似
知
、
 

鳴
海
男
治
、
下
山
ち
勢
、
黒
滝

善
之
助
、
前
田
り
さ
、
花
田
き

ね
、
神
島
つ
る
、
佐
野
洪
 
今

運
次
郎
、
西
村
ふ
よ
、
古
川
と
 
 阿

部
 
真
大

鳴
海
 
有
一
一

平
川
 
和
人

泉
谷
 
隼
人

阿
部
ま
ゆ
み

成
田
 

基

伊
藤
 
和
公

小
山
内
恵
美
 

今
 

義
拓
 
義
律
）
嘉
 
瀬
 

松
橋
 
優
好
（
弥志
消
）
喜良
市
 

角
田
 
荊
菜
（
憲
司
）
金
 
木
 

み
、
今
ヤ
ョ
 
▼
八
十
五
歳
に

達
し
た
長
寿
者

廿
葛
西
ち
ぎ
、
 

福
山
き
な
、
大
橋
カ
ッ
、
其
田

オ
リ
ョ
、
松
尾
竹
次
郎
、
太
田

み
へ
、
泉
谷
ヒ
ヤ
ク
、
泉
谷
正

義
、
古
川
そ
よ
、
内
海
ッ
ネ
、
 

伊
藤
満
平
、
山
中
亀

一
、
山
中

伊
太
郎
、
古
崎
新
八
郎
、
長
利

ナ
リ
、
古
川
は
よ
、
伊
丸
岡
す

え
、
西
村
く
に
、
桑
旧
ら
よ
、
 

神
ス
テ
、
泉
谷
そ
め
 
▼
八
十

歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
ー
伊

藤
満
平
・
く
に
、
斉
藤
亀
舌

・

ハ
ツ
、
岡
田
健
三
郎
・
キ
十
 
 

小
川
 
弓

（
純
）
喜

良
市
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

翁
井利
響
一
鍵
鋤
柳

（
総
鞠

一
畿
慧
姉
 

（船
鋤
鴛
舞
）
蝕
林
 

（篠

帥
讐
艶

讐
柳
 

、
秋
元
 
浩美
（
平
内
）
稲
 
垣
 

「
藤
元
 
里
美（
兼
五
郎
）
金
 
木
 （

翻
粛与
鵬
題
鰍
扇
 

（総
翫
壁
鍵
噌

融
 

（畿
鋳
誕
濃

触

愈
喉
機
露
）
」
肥
 

（鵠
転

一
讐
瞬
林

翁
が
鏡
嘉

）
酬
噴
 

（鯖
転
m
（
醸群
鵬
掃
 

（畿
紅
販
難
叫

助
 

、
白川
 
鉄
也
（
鉄
夫）
蒔
 
田
 

「
角
田
た
い
子
（
干代
吉
）
金
 
木
 

（講
讐

）
驚
が
相
 

（艦
叙
焚
鍵

齢
林
 

（炉

銭
繋

畿

翫
 

お

く
や

み
 

角
m
 

略

白
川
 
イ
サ

土
岐
安
五
郎

神
島
弥
之
助

丹
場
 
み
へ

野
宮
オ
ノ
ョ

徳
田
か
す
及

津
島
 
洋
史
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'1 ナンバーワン‘ 
【藤枝 竹内義継 

長女 

’菜津美ちゃん】 

'8月31日生まれ‘ 

体 重 

2,700グラム】 
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県勢がー目で 
県勢グラフ頒布中 

1部 35〇円 企画室 



金木だよ‘) { 1O) 

国民年金 

繰上げ請求は 
減額されます 

川民年金の老齢年金や通算老齢

年金は、本来65歳から受けられま

すが、60歳過ぎであれば希望によ

って、繰上げて年金を請求するこ

とができます。 

その場合、年齢1歳につき、65 

歳から受けられる年金額のli刊強

が減額され、その減額率は生涯つ

きまといます。 

例えば、25年IIIIII 保険料を納めた

人が、65歳から受けられる年金は 

56万 5千5百刊ですが、60歳から

受けるとすれば、32万 8千円にし

かならず、生涯を通じては、平均

して 250万円以上の差がつきます。 

繰 Lげ請求は、よく考えてから

行いましょう。 

l旦田主自巨目‘需山万 
宋氏ナ収mワUりJ．マ 

59年版の青森県民手帳を販売中

です。この手帳は、県勢が一目で

わかり、各種の資料などがII常生

活に役立ち、便利で使いやすいII 

記式手帳の決定版です。お求めは

企画室（内線40）まで。ー・部30(）円 

中小企業倒産 
防止共済制度とは 

〈中小企業倒産防止共済制度〉 

は、中小企業の連鎖倒産を米然に

防ぐために、国がつくった制度で

す。 

加入後 6 カ月以上たって取引業

者が倒産し、売掛金償権等の回収

が困難となった場合、掛金総額の 

10倍の範囲内（最高2.100万円） 

で無担保・無保証人・無利子で共

済金の貸付けが迅速に受けられま

す。 （ただし、貸付けを受けた共

済金の10分の1に相当する掛金額

に対する権利は消滅します。） 

すでに多数の方が貸付けを受け

て経営の危機を乗り切り、助かっ

たと喜んでおられます。ぜひ．こ

の制度への加入をおすすめします。 

こ0冷リ度のくわしいことは、川丁

商工会または金融機関へおたずね

ください。 

スタンドの 
日曜営業案内 

ガソリンスタンドの日曜営業は

禁止されていますが、緊急時など

に備えて、町内のスタンドが交替

で目曜IIにも営業していますので

ご’川Iください。 

ト10月31日 吉万石油 ③-2534 

Hi月6日 黒川そi油 ③-2732 

ト11月13日 荒関商店 ③-3125 

トIi月20日 荒関商店バイパス 

③ -3009 

ト11月2711 中谷石油 ③-2132 

免税軽油を 
使用する農家の 

皆さんノ＼ 

米年使川する農業川免税軽油の 

申請受付は下記のとおりです。 

1、受付期間 

金木町は11月15口（火） 

2.受付場所・時問 

五所川原市栄町10 県五所川原 

合同庁舎1階相談室 

午前 9時～午後 4 時 

3、巾請川紙 

各農協及び軽油販売店でお求め 

ください。 

4.りh清書の書き方指導及び取I) 

まとめ 

各農協及び軽油販売店で指導し 

申請をとりまとめ、一括して県税 

事務所に提出を行っています。 

たばこは町内から 
買いましょう 

たばこ20本人 1箱について31円 

38銭が、たばこ消費税として町の

収入になり．皆さんの生活と町の

事業に一役買うことになります。 

おでかけになるときにも、たば

こは町内から買って行く習慣を身

につけましよう。 

あなたの善意 
金木ライオンズクラブ（秋元金

則会長〉ではさる 9月19日、金木

町交通安全対策協議会（会長一古

川竹夫町長）に1万円を寄託しま

した。同協議会ではこれを基に、 

横断幕を購入、交通安全意識の高

揚に役立てることにしています。 

お
知
ら
せ
 

児童の明るい選挙啓発標語集③ 

誘惑にIユlナずに使おう 価値ある 1票 	 金木小 6 年 佐 藤 智 美 

金や物で変えられない強く正しい選挙 

さわやかな選挙で さわやかな町づくり 


